
東京都北区議会 

平成 23 年第４回定例会で可決した意見書・決議 

・介護職員処遇改善交付金の継続を求める意見書 

 

・帰宅困難者対策の拡充を求める意見書 

 

・児童虐待防止の体制強化を求める意見書 

 

・防災会議に女性の視点を取り入れることを求める意見書 

 

・第三十二回オリンピック競技大会並びに 

第十六回パラリンピック競技大会の東京招致に関する決議 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書 

 
介
護
職
員
の
処
遇
が
低
く
、
離
職
者
の
増
加
や
就
業
者
の
減
少
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。 

二
〇
〇
九
年
十
月
一
日
よ
り
、
国
の
一
般
財
源
を
投
入
し
て
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金

が
創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
分
科
会
に
提
出
さ
れ
た
資
料

に
よ
る
と
、
常
勤
換
算
で
、
一
人
あ
た
り
の
賃
金
が
月
額
平
均
一
万
五
千
円
引
上
げ
ら
れ
た
。 

し
か
し
、
交
付
金
の
実
施
期
間
は
二
〇
一
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
に

つ
い
て
は
廃
止
し
、
介
護
報
酬
に
加
算
す
る
方
式
に
移
行
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

介
護
職
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
こ
と
は
利
用
者
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
介
護

事
業
を
安
定
し
て
継
続
す
る
た
め
の
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
交
付
金
を
廃
止
せ
ず
継
続

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
介
護
職
員
が
希
望
を
持
っ
て
働
き
、
利

用
者
が
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
を
廃
止
せ

ず
、
二
〇
一
二
年
四
月
以
降
も
引
続
き
継
続
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日 

 
 

東
京
都
北
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参
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殿 

財
務
大
臣 

 
 

 

安 

住 
 

 

淳 

殿 

厚
生
労
働
大
臣 

 

小
宮
山 

洋 

子 

殿 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

帰
宅
困
難
者
対
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

 

東
日
本
大
震
災
で
は
、
発
災
直
後
か
ら
鉄
道
各
線
が
全
面
運
休
と
な
り
、
首
都
圏
の
主
要

駅
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
で
は
約
九
千
人
、
池
袋
駅
で
は
約
三
千
人
、
赤
羽
駅
で
も
二
千
人
か

ら
三
千
人
が
駅
周
辺
に
滞
留
し
、
北
区
で
も
積
極
的
に
区
有
施
設
を
開
放
し
対
応
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
幹
線
道
路
で
は
大
規
模
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
歩
道
は
人
で
溢
れ
、
職
場
か
ら

徒
歩
で
帰
宅
す
る
人
は
途
切
れ
ず
大
混
乱
に
陥
り
、
当
日
、
自
宅
に
帰
れ
ず
都
内
公
共
施
設

で
一
夜
を
明
か
し
た
人
は
約
九
万
人
に
上
り
、
首
都
圏
の
帰
宅
困
難
者
は
約
二
百
万
人
か
ら

三
百
万
人
と
推
計
さ
れ
た
。 

今
後
、
震
度
七
以
上
の
首
都
直
下
型
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
、
三
十
年
以
内
に
七
十
％

以
上
と
推
定
さ
れ
、
帰
宅
困
難
者
数
は
六
百
五
十
万
人
に
上
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
帰
宅
困
難
者
へ
の
支
援
を
更
に
拡
充

す
る
よ
う
左
記
の
事
項
を
要
望
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

一
、
発
災
時
、
各
企
業
の
対
応
と
し
て
、
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
な
ど
で
従
業
員
が

家
族
の
安
否
確
認
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
体
制
を
築
き
、
出
来
る
限
り
帰
宅
行
動
を
回
避

す
る
よ
う
協
力
を
求
め
る
こ
と
。 

一
、
災
害
時
の
帰
宅
支
援
と
し
て
、
現
在
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
と
協
定
を
結
び
、

帰
宅
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
ト
イ
レ
の
利
用
と
飲
料
水
や
道
路
交
通
情
報
な
ど
提
供

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
更
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に
帰
宅
困
難
者
を
受
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
私
立
学
校
、
大
学
に
対
し
備
蓄
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
。 

一
、
Ｊ
Ｒ
主
要
駅
に
於
い
て
は
、
帰
宅
困
難
者
に
対
応
し
た
情
報
伝
達
や
誘
導
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
各
区
の
災
害
対
策
本
部
と
地
元
Ｊ
Ｒ
各
駅
が
実
効
性
の
あ
る
連
絡
、
誘
導

が
出
来
る
体
制
の
確
保
及
び
そ
れ
に
伴
う
財
源
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
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池 

た
く
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閣
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大
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児
童
虐
待
防
止
の
体
制
強
化
を
求
め
る
意
見
書 

 

近
年
、
児
童
虐
待
に
よ
る
幼
い
生
命
が
奪
わ
れ
る
事
件
が
、
全
国
各
地
で
続
発
し
て
お
り

深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。 

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
二
十
二
年
度
に
全
国
の
児
童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
対
応
件

数
が
、
過
去
最
多
と
な
る
五
万
五
千
百
二
十
五
件
と
な
り
、
対
前
年
度
比
の
増
加
数
は
一
万

二
千
九
十
件
、
率
と
し
て
百
二
十
八
％
と
発
表
し
た
。
こ
の
十
年
間
で
相
談
対
応
件
数
は
、

約
三
・
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
が
児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
の
人
員
に
つ
い
て
は
、
二
倍

弱
増
に
過
ぎ
ず
、
被
虐
待
児
の
増
加
に
追
い
付
い
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。 

ま
た
、
本
年
八
月
に
は
、
三
歳
女
児
が
里
親
か
ら
虐
待
を
受
け
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
件
が
発
生
す
る
な
ど
、
里
親
に
よ
る
児
童
虐
待
事
件
が
顕
在
化
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
増
加
の
一
途
を
辿
る
児
童
虐
待
事
案
へ
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
児
童

相
談
所
機
能
の
更
な
る
強
化
は
も
と
よ
り
、
国
、
都
、
区
な
ど
関
係
機
関
及
び
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
十
分
に
協
力
し
合
い
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
児
童
相
談
所

の
役
割
と
責
任
は
益
々
重
大
で
あ
る
。 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
尊
い
子
ど
も
の
生
命
を
一
人
で
も
多

く
救
い
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
児
童
虐
待
防
止
の
体
制
強
化
の
た
め
左
記
事
項
を

強
く
要
望
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

記 
 

一
、
児
童
相
談
所
の
人
材
育
成
や
体
制
強
化
並
び
に
要
保
護
児
童
が
入
所
す
る
児
童
養
護
施

設
の
環
境
の
改
善
と
専
門
的
な
ケ
ア
が
十
分
行
え
る
職
員
配
置
の
充
実
に
要
す
る
財
政
措

置
を
図
る
こ
と
。 

一
、
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
再
発
防
止
を
よ
り
一
層
推
進
す
る

た
め
、
身
近
な
相
談
窓
口
で
あ
る
市
区
町
村
の
相
談
機
能
の
専
門
性
を
高
め
、
ま
た
、
里

親
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。 

一
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
教
育
、
警
察
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
乳
幼
児
か
ら
就
学
に
至

る
ま
で
継
続
か
つ
一
貫
し
た
虐
待
防
止
対
策
を
図
る
た
め
、
国
、
都
、
市
区
町
村
な
ど
関

係
機
関
と
地
域
住
民
が
十
分
な
連
携
が
行
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日 

 

東
京
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北
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議
会
議
長 

小 
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た
く
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内
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大
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厚
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会
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防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書 

 

国
の
防
災
基
本
計
画
に
は
、
二
〇
〇
五
年
に
「
女
性
の
参
画
・
男
女
双
方
の
視
点
」
が
初

め
て
盛
り
込
ま
れ
、
二
〇
〇
八
年
に
は
「
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
女
性
の
参
加
」
が
明
記

さ
れ
た
。 

ま
た
、
本
年
九
月
に
は
、
中
央
防
災
会
議
の
「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た

地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
が
と
り
ま
と
め
た
報
告
に
お
い
て
、
防
災
会
議

へ
女
性
委
員
を
積
極
的
に
登
用
し
、
こ
れ
ま
で
反
映
が
不
十
分
で
あ
っ
た
女
性
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
こ
と
へ
の
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
た
。 

こ
の
流
れ
を
受
け
、
地
域
防
災
計
画
に
も
女
性
の
参
画
・
男
女
双
方
の
視
点
が
取
り
入
れ

ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
必
ず
し
も
具
体
的
な
施
策
に
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。 

 

よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
女
性
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
中
央
防
災
会

議
に
女
性
委
員
を
積
極
的
に
登
用
す
る
と
と
も
に
、
地
方
防
災
会
議
に
も
都
道
府
県
知
事
や

市
区
町
村
長
の
裁
量
に
よ
り
、
女
性
有
識
者
枠
を
設
け
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
災
害
対
策
基

本
法
改
正
を
強
く
要
望
す
る
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日 

 

東
京
都
北
区
議
会
議
長 

小 

池 

た
く
み 

  

内
閣
総
理
大
臣 

 
 

 
 

 
 

 
 

野 

田 

佳 

彦 
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総
務
大
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内
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府
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女
共
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画
担
当
大
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閣
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担
当
大
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第
三
十
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
並
び
に 

第
十
六
回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京
招
致
に
関
す
る
決
議 

 
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
世
界
中
の
人
が
感
動
を
分
か
ち
合
い
、
交
流
す

る
と
と
も
に
、
友
好
親
善
と
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
で
よ
り
良
い
世
界
の

確
立
に
貢
献
す
る
世
界
最
大
の
競
技
大
会
で
あ
り
、
今
や
ス
ポ
ー
ツ
界
の
み
な
ら
ず
、
地
球

上
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。 

 

我
が
国
は
こ
れ
ま
で
、
一
九
六
四
年
の
第
十
八
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
始
め
、
一

九
七
二
年
の
第
十
一
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
札
幌
大
会
、
一
九
九
八
年
第
十
八
回
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会
を
開
催
し
、
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
世
界
中
の
人
々

に
多
く
の
感
動
と
希
望
を
与
え
て
き
た
。
そ
し
て
、
東
京
に
お
い
て
五
十
六
年
ぶ
り
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
震
災
か
ら
の
復
興
を
世
界
に
示
す
絶
好
の
機
会
と
な
る
。 

 

本
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
我
が
国
に
甚
大
な
る
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、

そ
の
後
、
復
興
と
収
束
に
向
け
て
大
き
く
歩
み
出
し
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
も
た
ら
す
人
間
の
持
つ
可
能
性
へ
の
限
り
な
い
信
頼
は
、
復
興
へ
向
け
て
歩
む

人
々
に
と
っ
て
、
大
き
な
力
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
復
興
を
成
し
遂
げ
た
姿
を

全
世
界
の
人
々
に
示
し
、
人
々
を
も
て
な
す
こ
と
は
、
世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
最
も
効
果
的
な
も
の
と
な
ろ
う
。 

 

一
方
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
り
、
都
民
、
区
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
前
回
招
致
活
動
の
経
験
を
活
か
し
て
、
よ

り
良
い
方
向
に
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
東
京
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
通
し
、
本
区
を
含
む

城
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
層
の
発
展
を
願
う
と
と
も
に
、
「
環
状
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
や
国
立

西
が
丘
サ
ッ
カ
ー
場
・
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
す
る
「
十
条
地
区
の
環

境
整
備
」
や
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
見
据
え
た
場
合
は
、
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
活
用
と
中
央
公
園
と
の
一
体
的
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
本
区
課
題
の
前
進

が
図
ら
れ
る
こ
と
も
含
め
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施
設
整
備
や
周
辺
区
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

大
き
く
貢
献
し
、
東
京
の
発
展
と
と
も
に
日
本
の
復
興
を
世
界
に
示
せ
る
よ
う
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。 

 
 

右
、
決
議
す
る
。 

 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
六
日 

 

東
京
都
北
区
議
会 
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